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学

界

展

m

財

政

学

研

究

の

最

近

の1

動

向

へ

:

ノ
 

.

.

.

'

大
' 

島 

'
通

:.
義

財
政
学
界
の
動
向
と
い
っ
て
も
、
な
ん
：ら
か
の
共
通
の
関
心
.の
対
象
、
共
同 

の
訝
論
の
.場
を
見
出
すこ
と
は
あ
ま
り《

貧
で
は
な
い
。
.こ
め
学
界
の
な
か
で 

の
そ
の
意
味
で
の
例
外
は
地
方
財
政
の
研
究
で
あ
ろ
ぅ
。
こ
の
こ
と
は
、
研
究 

渚
の
方
法
的
立
場
がマ

ル
ク
ス
主
義
理
論
に
大
鏡
ー
さ
れ
て
い
る
こ
.と
に
よ 

る
。
財
政
学
界
全
体
と
な
る
と
、.そ
こ
に
は
伝
黯
財
政
学
が
あ
ヴ
、
近
代
経 

済
学
に
よ
る
財
政
論
が
あ
り
、
さ
ら
に
ザ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
に
よ
る
そ
れ
が 

あ
る
と
.い
つ
た
^

^
で
あ
'る

.
。

へ従
づ

て

、

、学
界
全
体
：に
共
通
するg

題
意
識
、 

研
究
の
動
向
を
明
ら
か
に
ず
る
こ.と
‘に
は
本
来
的
な
困
難
が
附
随
：し
て
お
り
、
 

こ
の
限
ら
れ
た
紙
面
で
は一
層
の
む
ず
か
..し
，ざ
が
あ
る
。
従
っ
て
、'以
下
で
扠 

上
げ
る
問
題
はw

?

の
関
心
す
る
限
り
で
の
範
囲
に
限
定
さ
：

4

ざ
る
を

^
な

.ぃ
。

'
'•
: 

' 

. 

.
■.

: 

最
近
の
財
政
学
界
の
動
向
の
一
つ
と
し
て
ニ
応
目
を
惹
く
の
は
、
既
に
指
摘

ノ

六

一

一

：.

(

四
〇
八)

,

:さ
：れ
て
い'
る
よ
う
に
：'.;(

西
川
猜
^『

国
家
独
占
資
本
主
義
下
の
現
代
財
政
の
理 

論』

、
-1

経
済
評
#

.

ー：
九
六
0

年
1

月
臨
時
|

刊
号
、
高

椅

誠『

現
代
財
政
論 

_ 

•の
動
.向
と
課
題』

、.「

同」

'

.

1九
.
六
〇
年「

^̂ニ 

「

既
成
財
政
学 

.

の

討

を

通

じ

で

新

た

.な
理
論
を
構
成
し
よ
う
と
い
う
学
界
共
通
の
意
愁
の 

胎
動」

餚

川

猜

め

、

で
あ
ろ
う0.
;
|九
五
九
年
の
.
日
本
財
政̂
を
±
 

会
の
共
通
論
題
と
し
て

「

財
政
学
の
方
法
と
体
系

」

_
が
取
上
げ
ら
.れ

た

こ

と 

.
は

..，

'
そ
の
あ
ら
わ
れ
ヤ
あ
る
。.し
か
し
、'
こ
.
の
討
讓
で
.ば
論
单
に
.必
要
な
共
通 

.の
場
は
形
成
さ
れ
ず
、
そ
の
後
の
研
究
の
発
展
•.深
化
の
契
機
と
は
な
り
が
た 

か
っ
た
0

そ
の
前
後
に
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
井
藤
半
弥

(『

財
政
学
の
基
礎 

，概
念
の
：再
吟
味

』

、「

青
出
経
済
論
集」

一
一
巻
ニ' 

•
.三
号)

、
安

藤

春

夫(「

財 

政
学
原
理」

)

、
'■
'■時

子

山

常

三

郎(「

財
政
本
質
論」 )

、
松

野

賢

吾(『

財
政
学
の 

動
向』

、「

国
民
経
済
雜
誌」

ー
〇
ー
：
卷

«

3
、.
高
木
寿
'
一

(『

一
九
五
0

年
代 

後
期
の
日
本
の
財
政
学
に
お
け
る
財
政
の
本
質
お
よ
び
体
系
に
関

.す
る
問
題』

、 

「

三
田
学
会
.雑
誌」

五
三
巻
八
号)

、
斉
藤
悟
郞
’(『

財
政
学
の
方
法
と
体
系

』

、 

r

新

潟
大
学
•

法
経
論
集」

第)

九
卷
三
.

四
号〉

等
の
諸
教
授
に
よ
っ
て
種

 々

の
論
究
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
す
べ
て
を
紹
介
す
る
佘
裕
は
な
い
が
、 

高
木
教
授
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
で
の
最
近
の
主
要
な
学
説
は
次
の
よ
う
に
分
類 

さ
れ
る
'。
第
一
は
、
井
藤
教
授
め
強
制
獲
得
経
済
概
念
を
直
接
肯
定
的
に
継
承 

す
るt
女
藤
教
授
の
説A1

、

；と
れ
に
棘
1;

て
一
部
否
定
的
な
井
手
‘
木
村
両
教
授 

の
説
、
第
二
は
、
：財

政

を

「

国
民
公
家
政」

と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
フ 

ィ
ス
ヵ
ル•
ポ
リ
シ
ー
U-

来
の
発
展
を
財
政€>
,
体
系
と
本
質
に
従
っ
て
整
序
す 

る
こ
と
が
可
能
と
考
だ
る
時
子
山
教
授
の
説
、
第
一

i
ie

.
、

マ
ル
ク
ス
主
義
財
政

学
蕃
、

武
田
隆
夫
、•遠
藤
湘
吉
、

大

内

力S-
上
の
共
署
，-1
近
代
肱
政
の
理 

論」
)

、
鳥
恭
彦
の
諸
教
授.の
説
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、

こ
れ
ら
の 

の
内
容
む
は
触
れ
な
い
が
、

こ
の
類
別
を
も
っ
て
し
て
も
、
対
象
そ
れ
白
体
の 

共
通
性
に
も
か.か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ら
のi

が
相
互
に
.か
み
あ
い
え
ぬ
現
状
は 

さ
れ
ぅ
る
で
あ
ろ
ぅ0 

「

方
法
と
体
系」

の
問
題
に
隱
し
て
指
摘
し
て
お
き.た
い
の
は
、
さ
き
の
分 

類
の
第
三
の
マ
ル.ク
ス
主
義
財
政
学
者
の
間
で
の
一
つ
の
論
争
、
す
な
わ
ち

、

. 

約

一

〇
年
前
頃
に
見
ら
れ
た
島
教
授
：
：

(『

社
会
科
学
と
し
て
の
財
政
学

_
_

財 

政
学
教
科
書
の
批
判
を
中
心
と
し

そ

_

_』

、

■ 
.

i

l

^
六
五
巻
.一,
.号)

お 

ょ
び
字
佐
見
誠
次
郎
教
授':
:
.

(『

財
政
学
0-
-

:「

独
：自性

」
：；

に
っ
い
て』

、「

経
済
志 

林」
一

七
#

1

• 

二
合
併
音)

と

武

田

教

授

'

(『

マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
と
財 

政
学』

、「

マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
研
究

」

所
収)

と
の
間
に
お
い
て
罾
_
さ
れ
た 

論

争

で

あ

る
.0

こ
れ
は
、':
.
.一
 

方
で
は
古
典
派
の
財
政
学
の
評
価
と
、
他
方
で
は
. 

マ：

ル
タ
ス
の
.

「

経
済
学
批
判
プ
ラ
ン

」

-

の
理
解
と
そ
て
把
お
：け

る'-
1
国
家
11
_
:
.
'
の
.：
 

震
づ
け
と
い
ぅ
ー.ー.つ
の
間
題
を
論
点
と
し
な
が
ら
、
,
マ
ル
ク
ス
主
義
財
政
学 

の
性
格
を
明
ら
か
に
し
ょ'ぅ
と
し
’た
:%

の
々
あ
つ
：た
。
そ
の
後
発
展
の
み
ら
れ 

な
か
っ
た
.こ
，の
問
題
を
め
ぐ̂

て
、
。
最

珲

：
秋
山
穣
氏
が' .

『

財
政
学
め
方
法
論 

S

い
て
一
—

^

政

学
.-
.
©經
済
学
籠
開
に
ー
お
け
：る-1
?

1
つ
の
偏
向
；と
：そ
の
党
服 

に
つ
へ
い
て
一

-

-』

:(「

九
州
商
科
大
学
，
•
.商
経
論
叢
，

T

創
刊
S

.

と

い

.

.
ぅ

論

文

を
 

発
蒙
し
た
？
秋
山
氏
は.こ
の
論
文
で
、「

純

隱
_

的
財
政
学」

：、
に
お
け
る. 

11
-理
主
！̂

^

S

赛
1

備

向

：と
し
€

顶

，
ザ
>/

ク
ス
以
降
の
'

「

科
学
的
財 

政
学
1

と

近

歲

篆

の

財

政

理,

を
批
判
し
、
次
に
、
：
武
田
教
授
か
所
説
を

学

#
 

M

望 

.

「

段
階
論
的
財
政
学」

の
歴
史
主
義
的
偏
向
と
し
て
批
判
し
、
さ
ら
に
、
島

.-宇 

佐
美
両
教
授
の
所
説
を
論
理
主
義
的
偏
向
と
し
て
批
判

•

整
理
し
て
い
る
。

マ 

.
ル
ク
：ス.主
義
財
政
学
の
方
法
、
財
政
学
の
経
済
学
と
し
て
の
位
置
づ
け
の
明
確 

.北
，の
た
め
に
は
、

こ
の
作
業
は
た
し
か
.に
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
秋
山
氏
の 

今
回
の
.論
文
に
関
す
洛
限
り
、

」

'氏
自
身
の
‘「

国
家——

国
家
形
態
に
お
け
る
ブ 

ル
ジ
ョ
々
社
会
の.総
括」

の
内
容q

積
極
的
解
明
は
未
了
で
あ
り
、
現
代
資
本 

主
義
財
政
分
析
の
方
法
的
設
定
之
共
に
、
そ
の
未
発
表
の
続
篇
に
ゆ
ず
ら
れ
て 

い
る
。r

財
政
学
の
方
法
と
体
系

」

.の
問
題
を
ス
コ
ラ
的
な
：論
義
の
矮
小
性
か 

ら
解
放
す
る
た
め
に
は
、
，
こ
の
点
の
解
明
こ
そ
が
童
要
で
あ
ろ
う
。

」

こ
の
1;
-

に̂
'お
い
：て
^
自
の
.カ
|1
&
な
問
^

^

を̂
さ
れ
た
の
は
、M
知
の
如 

く
、
.島
教
授
：の「

現
代
で
国
家
と
財
政
の'理
論」

：で
あ
る
。
こ
の
著
書
の
持
つ 

意
味
と
内
容
に
つ
い
て
は
旣
に
屢
々
論
じ
ら
れ
て
い
る

の
，
で
こ

こ
で
は
触
れ
な 

い
が
、

一
方
で
はm
f̂
i

、3e
i

_
争
へ
.の
財
政
学
の
立
場
か
ら
の
参
加
と
、 

他
方
で
ゆ
財
政
学Q,

体
茶
に
関
す
る
新
提
言
と
を
意
倒
し
た
盡

®

は
、
現
代
財 

政
め
分
析
を
志
す
財
政
学
徒
^
し
て
真
剣
に
取
組
む
ベ
き
問
題
提
起
め
書
と
い 

-
て
ょ
い
で
^
ろ
う
0
;:
'

:
 

‘

'
.財
政
雲
般
の
前
提
に
か
か
わ
る
こ
の
ょ
う
な
問
題
を
念
頭
.に

置

き

な

が 

ら
、
，そ
め
古
典
的
な
課
題
で
あ
る
租
税
論
を
、
特
に
.租
税
転
嫁
論
を
中
心
に
理 

'論
的
.に
'

i

し
た
力
作
と
し
て
、
能

勢

哲

也

氏

の

「

近
代
租
税
論
1-

が
最
近
刊 

行
さ
れ
た
。
：
租
税
転
嫁
論
に
関
し
，て
は
V

我〗

々
は
膨
大
な
文
献
と
多
様
な
結
論 

と

.#

過
去
_に
#-

い
..て
持

ら

、
て
.い
る
'が>
本
*

は
、
：
こ
の
問̂

の̂

典
的
な
課
題 

I

租
税
の
問
題
を
基
本
的
な
再
生
産.の
場
に
設
定
し
、
、
価
値=

f

関
係
を

/.

六

三

(

四
0

九)



通
ず
る
生
産
霞
級
間
の
着
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

——

の
苒
議
を
出
発 

參

し

、"*:
税
證
に
亂
す
石
諸
学
説
の
検
討
を
お
こ
な
い,:
"
こ
れ
を
基
^
ど
、
 

し
て
、.
S
本
癬
1
匕
权
け
る
へ
マ
ル.ク
ス
の
理
論
に
依
拠
し
な
が
ら
替
の
：租'. 

税
転
嫁
論
を
展
開
じ
て
い
：る0'
i

«
の
'表
現
を
借
り
れ
ば
、1

0

1
 

を
単
な
る
麗
讓
の
な
が
で
の
み
扱.̂
た
ヶ
、
；行
政
術
の
爾
後
的
承
認-C
D
.道 

具
と
し
た
り
、
経
済
理
論
の
遊
戯
め
い
：た
組
合
せ
を
愉
し
ん
だ
：り
ず
る

」

V
.
の
が 

こ
の
分
野
で
の
か
な
り
支
配
的
な
傾
向
で.あ
つ
た
こ
と
を
思
ぅ
時
、
；と
の
理
諭 

的
労
作
は
十
分
な
評
価
と
注
目
を.受
く
：べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
>
>
の 

分
野
で
は
、：f

、，
オ
ッ
ト
：
！

. メ
ー
リ
ン
グ
め「

租
税
i

論
,—
の
全
訳
が
- 

管
！
^

氏
に
•よ
マ
て
出
版
さ
れ
て
い.る
。

-'
■'ノ「

■
.

(

次
に
、
資
本
主
義
財
政
の
発
展
の
史
的
研
寒
の
動
向
を
見
ょ
ぅ
。

^
 

盤
甜
の
日
本
の
財
政
学
界
で
の
こ
の
分
野
の
拼
费
は
、

,「

明
治
財
政
史」

を 

は
じ
め
と
す
る
い
あ
ゆ
る
官
製
財
政
史
は
論
外
と
し
て
、
：あ
ま
り
ゆ
た
か
：な
成 

桌
を
あ
げ
て
は
い
な
か
っ
た
。
_

、
こ
と
に
！̂

数
年
間
に
お
い
て
、
こ
の 

種
の
研
究
上
.の
空
白
は
か
な
り
埋
め
ら
れ
て
き
た；0
ま
ず
日
本
以
外
の
国
々
に 

つ
いV

の
研
究
を
見
る
と
、
た
と
え
ば
、
近
代
的
意
：味
に
.お
け
る
財
政
制
度
の 

確
立
の
時
期
及
び
経
過
を
プ
ロ
ィ
セ
ン
に
つ
い
て
究
明
し
ょ
ぅ
と
す
る
研
究
と 

し
て
、'-
佐
藤
進
氏
の『

シ
ュ
タ
ィ
ン
，
ハ
ル.デ
ン
べ
.ル
ダ
の
ぼ̂
と
.一
八
一5
 

年
の
プ
ロ
ィ
セ
ン
税
制
改
革

』
(「

武
蔵
大
学
論
集J

七

卷
-»
3
、『

罾
^
と
反 

更
叩
の
過
程
に
お.け
る
プ
ロ
イ
へ
セ.ン
の
所
得
税
立
法

』
C「

社
会
科
学
研
究」

一

一

巻
—.
:
:号)

が

あ

り

、

ィ

ギ

リ

ス

：の

所

得

税

に

つ

：
い

て

は

、

武

田

教

授

の

'

『

所 

得
税
に
つ
い
て
の
一
.つ
：
の

覚

書

-
—

ィ

ギ

リ

ス

に

お

け

る

ァ

ス

キ

ス

お

よ

び

ロ 

ィ

ド

：V
シ

ョ
I
ジ
の
税
制
改
革
を
中
心
に
し
て』

(「

彦
极
論
叢
'—
四
六
•七
号) 

と

、
，
：
土

生

芳

从

氏

の

.

『

：
ー

九

世

紀

末

期

に

：_
^

^

岡
山
大
学
鐵
立
ー0

周
年
記
念
論
文
集」

下
卷)

'

な
ど
が
あ
る
0(

私
の
従 

来
の
，研
，究
：

『

帝
国
主
義
確
立
期
に
お
け
る
ド
ィ
ッ
.

：

財
政
の
構
造
と
機
能
の
発 

M

1

.

A慶
応
義
塾
経
済‘学
会
.
.'

経
済
学
年
報」

3

>

も
こ
の
部
類
に
属
す
る
も 

0

で
あ
：：？
た0
>
.次
に
、

日

本

財

政

の

還

研

姥

の

靈

の

業

漬

を

み

よ

ぅ

。

.

炤
和
羡
の
第
一•一
次
大
戦
に
お
け
る
日
本
の
敗
戦
ま
で
：の
.裳
の
資
料
的
な
整. 

理
と
研
究
の
—-
成
果
と
し
て
、
大
蔵
省
編
の
：

「

昭
和
財
政
史」

：■

(

全1' 

八
卷) 

は
> 
従
来
の
官
製
財
政
史.の
域
を
超
克
た
も
の
で
あ
り
、
あ
と
五
卷
の
未
刊
を 

残
す
の
み
と
な
っ
た
。
：個
別
的
な
研
究
の
面
.で
は
、
|
1̂

誠
氏
の
日
本
所
得
税 

制
史
、
.明
治
豪
の
外
債
、
同
前
期
の
貿
易
金
融
機
構
、
^

^

制
度
等
の
多 

面
的
丸
明
治
財
政
の_研
究
.X

い
ず
れ
%

—1
経
済
志
林」

所
収)

：
が
あ
.り
、
ま 

た
、：：肥
後
和
夫
氏
に
よ
：
..？
て
^『

儀
金
安
め
ぐ
る
明
治
前
期
の
犲
繁
融
政 

,策』

'(「

井
藤
半
弥
嘴
士.還
暦
記
念
論
文
集

1

所
収)

、『

昭
和
初
期
ま
で
の
わ
が 

国
正
®
政
策
と
財
政l(

r

成
蹊
大
学
•
政
治
経
済
論
集」

1

0
巻 
一
S

,が
あ 

'̂
、
近
年
刊
行
さ
れ
つ
つ
あ
が
函
座’
日
本
近
代
法
绝
達
史

」

.

.に

.お
い
て 

も
、'遠
藤
教
授(『

財
政
制
度』

：
第
：四
卷
所
収

)

.を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
研 

究
者
に
よ
る
研
统
成
果
が■明
ら
か
.に
：さ
れ
つ
つ
あ
る。(

こ
の
他
、

池
田
浩
太 

.郎
氏
を
は
じ
め
と
す
る
何
人
：か
の
：研
究
者
の
業
績
が
あ
る
が
、
紙
面
の
余
裕
が 

な
い
の
で
列
；
じ
ぇ
：な
か
っ
た
こ
と
を
こ
と
わ
つ
て
お
き
た
V'
.:。

〉

こ
れ
ら
の
研
究
の
多
く
に
つ
い
て
共
通
し
て
い
る
の
は
、

(

ま
ず
、
—-
面
で
は 

所

得

税

制

、
，
内

外

債

、

.獲
金
等
々
の
分
析
を
通
じ
て
資
本
主
義
分
析
に
新
.た 

な
手
が
か
り
を
あ
た
え
、
他
面
で.は
、
資
本
ま
義
経
済
の̂
造
や
^
«
と
の
関 

連
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
⑽

の
.一
層
の
解
明
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で 

あ
る
。
そ
の
限
ら
れ
た
一
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
高
橋
氏
の
指
摘
を
引
用
し 

て
お
こ
う
、'「

税
制
、
と
く
に
所
得
税
制
め
正
し
い
把
掘
を
お
こ
，な
う
た
め
に 

は
、
税
制
を
資
本
主
義
の.発
展
諸
段
階
.に
位
置
づ
け
、
両
者
の
関
連
を
明
ら
か 

に
す
る
と
い
う
だ
け
：で
は
不
十
分.で
は
な
い
か
、'す
な
わ
ち
、
租
税
史
で
は
税 

の
源
泉
と
な
る
所
得
構
造
が
資
本
主
義
の
発
展
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
変
貌
.を 

示
す
か
を
分
析
し
な
け
れ
ば.そ
の
内
拒
的
な
把
握
は
で
き
な
い
の
で
，は
な
い 

か」

。
こ
の
指
摘
商
体
は
極
め
て
当
然*.
自
明
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
よ
.う
に 

見
え
よ
う
が
、
、従
来
の
実
際
の
研
究
で
は
、
た
し
か
に
、
具
：̂

な
分
析
の
な 

'

か
で
活
か
さ
れ
な
か
っ.た
視
点
で
あ
る
。
そ
の.意
味
で
、
こ
の
よ
う
な
分
析
視 

点
の
一
罾
の
深
化
が
期
待
さ
れ
る
。
次
の
特
徴
は
,.
問
題
を
一
般
会
計
に
と
ど 

め
ず
、
そ
の
外
で
極
め
て
多
様
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
財
政
諸
活
動
を
分
析
の 

対
象
と
し
て
.い
る
.-
>
-

」

と
で
.あ
る
。.
こ
の
こ
と
は
、
た
だ
に
対
象
®

の
拡
大
と 

.い
う
に
.と
ど
ま
ら
ず
、
分
析
の
方
法
上
で
も
か
な
り
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の 

と
思
わ
れ
る
。
肥
後•
高
橋
両
氏
の
：

「

準

重」

制
度
に
関
す
る
研
究
が
そ
れ 

で
あ
る
が
、

i

疆
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
：て.い
る
。「

準
備
金」

は

—1
本
来
的 

に
は
財
政
固
有
の
制
度
で
は
な
い
。

…
…

そ
れ
は
紙
齡
発
行

=

兌
換
^
^
金
と 

し
て
発
足
し
、
ま
た
そ
のよ
う
'
な
も
の
と
し
て
終
結
し
だ
貨
幣
制
度
の
重
要
な 

搆
成
要
素
で
あ
っ
た0
し
か
し
そ
れ
は…

…
(

明
治
二
三
年
ま
で

)

き
わ
め
て

,

学

界

'
展

望

.雑
多
な
財
政
的
機
能
を
は
た
し
、
歳
計
の
主
要
な
構
成
要
素
と
な
.つ
た
の
で
あ 

'
る
。
こ
れ
は
、
金
融
制
度
を
財
政
の
.た
め
に
利
用
し
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る 

し
、
ま
た
逆
.に
、
金
融
制
度
確
立
の
た
め
に
財
政
を
利
用
し
た
と
も
い
う
こ
と 

が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
ラ
な
財
政
と
金
融
と
.が
結
合
し
た
；一
体
化
現
象
は

…
…

 

以
後
現
布
に
い
把̂

H

で
発
展
段
階
に
よ
り
、
濃
淡
の
差
は
あ
つ
た
に
し
ろ
日 

本
資
本
主
義
の
全
過
程
に
一
貢
す
る_
砠
で
.あ
り
、
こ
こ
に
日
ホ
は
政
の
罾
⑽ 

特
徵
の.'1

づ
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

」

こ
こ
で
 ̂

ら
か
.な
て
と
は
、
財.政
と
金
融
の
一
体
化
現
象
が
、
通
常
い
わ
れ
て
い
る
よ 

う
な
一
九
三
〇̂

^
以
後
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
明
治
初
期
以
来
の
傾
向 

.
と
し
て
指
?
さ
れ
て
い
る
^
で
あ
る
。
後
_に
紹
介
す
る
宫
本
憲
ー
氏
の
場
合
に 

4
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
ハ
通
常
、
こ
の
よ
う
な
一
体
化
現
象
は
、
第
一
次
大
戦 

後
、
金
融
恐
慌
、
金
解
禁
、
金
輸
出
再
禁
止
と
い
う
一
連
の
過
程
の
な
か
で
形
，
 

成
さ
れ
て
き
た.と
.理
解
さ
れ
て
，い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
一
般
的
理
解 

を
一
層
厳
密
な
も
の
と
す
る
た.め
に
.も
、
ま
.た
、
確
立
以
来
国
家
が
常
に
大
き 

な
役
割
を
果
し
て
き
た
と
い
わ
れ
てい
る
日
本
資
本
主
義
の
特
質
を
明
ら
か
に 

'
す
る
た
め
に
も
、
古
攝
氏
の
提
起
さ.れ
た
問
題
点
、
従
つ
て
明
治
初
期
以
来
の 

財
政
制
度
の
.こ
の
よ
う
な
側
面
の
解
明
は
欠
き
え
ぬ
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
.
こ
か
よ
う
な
い
わ
ば
比
較
財
政
史
的
研
究
を
現
代
財
政
の
分
析 

に
連
結
せ
し
め
る
研
究
課
題
と
し
て
、
.
宮
本
憲一

氏
は『

金
解
禁
政
策
の
構 

造』

を
取
上
げ
て
い.る

(「

金
沢
大
学
”、.
法
文
学
部
論
集.
法
経
篇」

七
号)

。 

宮
本
氏
の
問
題
意
識
は
次
の
一
一
点
に
要
約
さ
れ
る
。
第
一
に
、
現
段
階
で
の
金 

融
と
財
政
の 

一.
#化
は
、
金
本
位
制
よ
り
管
理
通
貨
制
度
へ
の
移
行
を
契
機
と

六
五
.(

四一
1)
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四
一
二)

し
、
、
ま

た

こ

の

移

行

I

代
財
政
政
策
の
起
点
で
：
I

る
0f

九
三
0
年
前
後
'

来
の
日
本
資
本
主
義
発
達
史
研
究f

え
で
ほ
と
ん
ど
空
白I

い
ま
ま
专 

.の
各
国
の
金
本
位
麗
脱.の
時
期
で
の.資
本
主
義
の
構
造
変
化
に
と
も
な
う
財'

,
っ
て
，い
た
だ
け
に
、
こ
の
宮
本
氏
の
研
究
は
貴
重
な
5

を
進
め
I

の
と
、 

败
金
融
政
策
.嚴
型
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、.：管
理
通
貨
制
度
：に
も
と
づ
い
て
へ
マ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
近
年
い
わ
ゆ
る
国
家
独
占
資
本
主
義
に
.関
す 

景
気
調
整
嫠
を
主
体
と
す
る
ヶ
イ
ン
、ス
主
義
財
政
論
の
検
討
の
獲
的
作
茱

.

'
る
論
争
が
盛
に
な
る
な
か
で
、
そ
の
，確
立
の
時
期
が
問
わ
れ
る
湯
合
、
金
本
泣 

と众りうる第一

.一
に
、
全
般
的
危
機
段
階
に
は
い
っ
た
日
本
資
本
主
義
の
矛
制
よ
り
管
理
通
貨
制
度
へ
の
移
行
に
そ
の
一
指
標
を
み
よ
う
と
す
る
見
解
が
か 

.盾
の
原
里
を
'
.
.金
解
独
帘
題
を
め
ぐ
る
財
政
金
融
政
策
か
ら
明
ら
ヵ
に
す
る
こ
.

な
り
有
力
な
も.の
.と
な
り
.つ
'つ
あ
り
、
そ
の.意
味
で
も
1
犬
分
析
ヮ
ー
篇
こ
し 

3 -.. 

と
。
第
二
次
大
馨
の
現
在
の
日
本
資
本
主
義
の
矛
盾
は
そ
の
原
型
を
规
に
こ
て
こ
の
種
の
研
究
ば
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
未
開

■石
に
£
い 

一
 

の
把
拟
に
形
成
さ
れ
て
レ
た
め
で
あ
り
従
っ
て
こ
の
研
究
は
現
代
的
課
題
や
分
野
で
あ
る
の
に
課
題
は
大
き
く
、
そ
れ
だ
け
に
種
々
の
疑
問
や
期
待
が
生
ず 

関
心
と
無
関
衡
で
は
な
い0
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
兔
と
に
、
秦

氏

は

一

る

。
宮
本
氏
の
研
究
の
場
合
、
細
か
い
疑
醫
は
お
く
こ
と
と
し
て
、
た
と
え 

.
ソ-I

九
年
ま
で
の
日
本
の
金
解
禁
政
策
と
解
禁
が
不
可
能

AJ

さ

れ

た

事

情

と

を

ば

、
：
一
九
三
一
年
の
金
輸
出
再
禁
止
が
そ
の
後
の
日
本
資
本
主
®

あ
た
え
た 

跡
づ
け
、
野
呂
栄
太
郞
の

「

日
本
資
本
主
義
は
そ
め
上
向
的
発
展
に
も
か
か
わ
.

経
済
的
な
影
響
の
分
析
は
後
の
機
会
に
譲
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
先
に
紹 

J 

•

ら
ず
、
戦
後
：の
相
対
的
安
定
期
を
経
験
す
る
こ
と
な
く
、
半
恐
慌
状
態
に
あ
っ
介
し
た
宫
本
氏
自
身
の
問
靈
纖
に
立
つ
時
、
か
な
り
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ 

.1 

,

た
。
そ
の
と
と
が
相
対
的
安
定
期
の
指
標
と
し
て
の
金
解
禁
を
不
可
能
に
さ
せ

.と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
近.い
橥
に
期
待
さ
れ
う
る
と
し
て
も
、 

た」

：
と
い
う
評
価
を
実
証
的S

づ
け
て
い
る
。
次
に
、
ニ
九
年
七
月
よ
り
の
そ
の
場
合
、
金
本
位
制
度
と
管
理
通
貨
制
度
と
の
質
的
な
異
同
を
ど
の
よ
う
に 

井
上
準
之
助
蔵
相
に
よ
る
金
解
禁
を
検
討
じ
、
当
時
の
国
内
的
.，国

際

的

諸

条

考

え

る

の

か

、
換
言
す
れ
ば
、
管
理
通
貨
制
度
と
い
う
、

■現
象
勺
こ
，
は
通
戈
の 

i 

S

も
と
で
の
金
本
位
制
の
機
能
回
復
が
持
つ
ベ
き
論
理
構
造
と
、
日
本
資
本
人
為
的
な
管
理
と
も
み
ら
れ
る

.
こ
の
制
度
の
機
能
を
資
本
主
義
経
済
の_

的 

主
義
を
し
て
金
解
禁
の
イ
ン
パ
タ
ト
に
耐
え
し
め
る
べ
き
政
策
の
構
造
と
を
明
な
法
則
性
と
の
関
連
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
間
題 

ら
か
に
し
、
か
か
る
金
解
禁
政
策
が
中
小
企
業
と
地
主
制
を
内
包
す
る
日
本
資

.

を
理
論
的
に
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ヶ
イ
ン
ズ 

本
主
義
に
対
し
て
、
全
般
磐
機
の
状
況
下
で
、
し
か
も
一
九
一
一
九
年
来
の
世
主
義
的
財
政
論
©
検
討
を
お
こ
な
う
う
え
で
も
こ
の
点
の
解
贝
は
不
可
欠
で
あ 

界
資
本
主
義
の
恐
慌
へ
の
突
入
と
時
を
同
じ
く
し
た
と
い
う
状
況
下
で
、

'ど

の

る

。

よ
う
な
展
開
と
結
末
を
示
し
た
か
を
解
明
し
て
い
る
。
 

' 

.

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
一
九
三
〇
年
前
後
の
時
期
以
降
の
財
政
金
融
政
策 

こ
の
時
期
の
日
本
資
本
主
義、

.こ
と
に
そ
の
財
政
金
融
政
策
の
研
究
は
、従

.
.

の
研
究
は
日
本
のみ
に
と
ど
ま
る
べ
き
も
の
で
はな
く
、
.
ア

メ

リ

カ

の

ニ
 

r

.

デ
ィ
ー
ル
、‘
ド
イ
ツ
の「

国
家
社
会
主
義」

に
お
け
る
財
政
金
融
政
策
の
分
析 

と
し
て
も
深
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
，
30
'
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
.関
す
る
研
究
と 

し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
っ
い
て
は
、
か
な
り
以
前
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
，藤
井
洋 

氏

(

故
人)

'
の『

二
ユ
_

!
デ
ィー

ル
の
信
用
政
策』

(「

社
会
科
学
研
究」

ニ 

巻
ニ
号
.

)

、『

国
家
独
占
資
本
主
義
と
し
て
の
ニ
ユー
♦
デ
ィ
ー
ル』

(「

同
上」 

三
卷
四
号)

が
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
っ
い
て
の
近
業
と
し
て
は
、
生
川
栄
治
氏
の 

『

ド
イ
ツ
金
融
市
場
と
国
家
信
用

』
(「

金
融
経
済」

五
ゼ
号)

を
あ
げ
て
お
き
た 

い
。
坐
川
氏
は
、「

金
融
市
場
が
資
本
の
再
生
産
的
循
環
を
社
会
的
に
媒
介
す 

ベ
き
特
有
の
機
構
と
し
て
存
在
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
媒
介
構
造
が

(

一 

九
三
0
年
代
に
お
い
て)

か
つ
て
の
古
典
的
独
占
期
.と
は
根
本
的
に
変
調
し
て 

き
た」

と
し
、
そ
こ
で
の
国
家
信
用
に
よ
る
資
本
の
動
員
循
環
の
特
質
、
.金
融 

市
場
の
構
造
的
変
化
と
資
本
転
形
の
限
界
を
検
討
し
て
い
る
。
完
全
雇
用
実
現 

の
た
め
に
は
国
家
の
積
極
的
な
公
共
投
資
が
推
進
力
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
か 

く
て
'「

公
私
混
合
経
済
と
通
称
さ
れ
る
新
し.い
体
制」

'が
明
確
化
さ
れ
、
.
長
期 

沈
滞
か
ら
第
二
次
大
戦
後
の
成
長
経
済
へ.の

新

た

な

移

行

発

展

は

，こ
め

#
fj
に 

よ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
現
状
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
は
、 

国
家
信
用
は
、「『

安
定
的』

成
長
を
可
能
に
し'た
.自
動
安
定
装
置
と
し
て
、 

か
つ
て
の
イ
ン
フ
レ
要
因
と
ば
逆
の
：性
格
で
と
ら
え
よ
う
と
さ
え
さ
，れ
て
い 

る」

現
状
を
念
頭
に
お
い
て
、
生
川
氏
は
そ
の
国
家
信
用
問
題
の
迤
底
を

明
ら 

か
に
し
.よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
：
^

®
で
こ
れ
_も
ま
た
現
段
階
の.理

. 

解
を
指
向
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

：

.:

学

界

-:
風
:
望 

.

.

.

•

CH
•

過
去
の
財
政
制
度
や
_

の
研
究
に
お
い
て
財
政
と
金
融
と
の
一
体
化
現
象 

に
か
な
り
大
き
な
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
^
し
て
、、
財
政
の
現
状
分 

.
析
に
お
.い
て
も
同
様
1の
，傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
従
来
よ
り
強
調
し
て
き 

た
の
は
鈴
木
武
雛
教
授
で
あ
り
、
そ
の
著
書

「

近
代
財
政
金
融」
は
そ
の
理
論 

的
集
約
と
い
え
：よ
う0 

.
そ
の
後
、
同
教
授
の
他
、
新
庄
博
、
古
！

r

橋
寒
威
、
S

 

夫
の
諸
教
授
の
編
集
に
な
る

r

金
融
財
政
講
座」

c

全
五
，巻)

は
、

こ
の
よ
う 

な
方
向
で
の
研
究
を.，一
層
発
展：.
深
化
さ
せ
た
も
の
で
あ.っ
た
。
こ
の
講
座
の 

立
：つ.視
点
は
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
、

■「

現
代
の
経
済
社
会
に
あ-?
て
は
、
.

'財
政
は
国
家
の.権

力

的

，
，
政

治

的

現

象

で

あ

る

と
と
も
に
、
ま
た
、8

の
金 

融
現
象
と
し
て
大
き
な
地
位
を
占
め
て
お
り
、
他
面
に
お
い
て
金
融
も
ま
た
、 

私
的
.

現
象
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
家
の
政
策
ひ
い
て
は
財
政
と
深
く 

結
び
つ
く
に
到
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

『

財
政
の
金
■
化
と
金
融
の
財®:
化』

は
、
現
代
経
済
社
会
の
諸
特
徴
の1
つ
で
あ
る
->
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

」 

そ
し
て
、
従
来
こ
の
種
の
講
座
な
ど
が
金
融
と
財
政
と
を
た
だ
併
列
的
に
取
上 

げ
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
：と
を
指
摘
し
、
両
考
の
切
り
離
し
が
た
い
関

^,
の
認
識 

に
も
と
づ
い
た
統
一
的
把
握
を
試
：み
て
い.る
。
第
5

は

— |
資

金

循

環

と

金 

融
'，
^
砠」

、
第
ー.
«は

「

金
融
機
構
と
：金
融
調
整

」

、
第
三
巻
と
第
四
巻
は 

「

財
政
投
融
資
と
民
間
投
融
資

」

、
第
五
卷
は「

金
融
.
財
政
と
国
際
収
支

」

と 

い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
'
:こ
：こ
で
は
全
般
的
な
紹
介
と̂
|̂
は
不
可
能
で
あ 

り
、
こ
の
：講
座£

主
題
た
る
-1
財
政
投
融
資」

':
の
1

を
、'
_座
^

^
の
諸
.

六
七
：(

四
一
三〉



労
作
を
も
か
え
り
み
な
が
ら
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

辭

政

投

に

関
^

‘研

究

に

お
い

；
て
、

v

そ
れ
を
.0'
:
本

資

本

主

義

の

現

状

分 

:

析
と
^
て
展
開
^

^
ぅ
^
す
る
意
図
^
.
時
卿
は
や
や
溯
るが
、
.

「

日
灰
資
本 

龙

義

震
1_
に
ぉ
.げ
る
：遠
藤
教
授
め''
:
.

『

5
5
^
1
0
ー
«:
五
卷
所
？

：；に
：み
か；
0 

.-
と
が
.で
#
る
0
そ
め
後
:;
^
資

料

的

な

豊

富

さ

の

点

で

注

自

す

べ

き

、
ハ
そ
し
.で

利 

用
切
能
な
鈴
木
-
澄
田
调
氏
の
共
著
う
財
政
投
福
資
十
は
別
と
し
巧
の
問 

:

題
を
歴
史
的
•
理
論
的
に
逍
究
し
よ
ぅ
と
す
る
試
み
は̂.
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ

， 

た
。：
办
し
ろ
ノ
ズ
般
的
ぬ
は
ハ
財
政
投
融
資
の
概
念
と
範
囲
歡
様
で
あ
り
、
 

そ
の
機
熊
の
理
解
に
啦
い
ヤ
も
民
間
投
融
資
に
対
サ
る
量
的
ゾ
質
的
補
完
と
い
.；
 

ぅ
あ
ま
り
叨
碯
で
な
い
概
念
が
使
用
さ
れ
て
い
た
し
、
恣
意
的
i

成
さ
れ
た 

モ
.デ
.ル
の
，
一
：
要

因

と

し

て

の

財

政

投

變

か

ら

の

み

現

実

を

：切

る

傾

尙
も

み

ら 

れ

る
0:'
こ
0
よ

ぅ

な

研

究

方

法

へ

0
批

判

に

立

脚

し

て

、
；：
先

0
遠
藤
教
雙
の
研 

究
を
受
け
つ
ぎ
な
が
ら
わ
が
国
の
妝
政
投
融
資
に
関
：オ
る
資
料
的
整
理
を
し
よ 

ぅ
と
し
た
の
が
、.藤

^

1
氏
の
'=
=
1
1
財
政
投
融
資
と
普
變』
：：

(
靡
尸
商
大
::
': 

•
商
大
論
集」

二
九
五
九
年
ニ
号)

で
あ
る
。
®

J3
e
'ば
_

の
日
本
の
®

 

投
副
資
を
対
象
と
し
て
、,独
占
資
本
の
：復
M-
-
. •
 

'自
立
と
い
ぅ
資
本
発
展
の
個
.々
. 

の
段
階
と
そ
の
再
生
産
条
件
と
：の
関
連
に
.お
.い
て
、
財
政
投
融
資
が
資
本
の
補.
 

.

強
と
し
て
の
機
能
か
ら
調
整
的
な
機
能
を
果
す
に
到
う
た
-
と
を
指
摘
す
る
と
：

:

同
時
に
、
財
政
投
融
資
を
そ
の
第

1

次
的
機
能
に
従
っ
て
次
の
お
ぅ
に
分
類
す 

る
。
す
な
わ
ち
、i

、
独

占

髓

の

直

接

的

舊

、6
、.
間

接

的

寶

、
：3
、

.

.

維
間
接
的̂

^

が
そ
れ
で
あ
り
、「

こ
れ
ら
の
三
つ
は
相
俟
っ
て
、
：
そ
れ
ぞ
れ 

直
接
篇
啤
条
件
一
般
の
確
定
、
そ
の
.
不
均
等
の
調
整
の
役
割
を
果
し
：づ

--

.

.

■■
六

八(

四
—*
四〕

.

.
:っ
、
、
再

生

産

条

件

の

辦

齋

或

い

は

景

気

変

動

の

中

で

_

放
に
^
!
利
潤
を
保 

.■
'
証
す
る
,-
と
し
、
：'こ
.れ
を
資
料
的
に
裏
づ
け.て
い
る
0
.

^
1
、

財
政
投
融
資
を
あ
つ
か
っ.
.た
研
菊
は
'こ
れ
ら
：に
と
ど
ま
ら
ず
、

:•
:
•長
太
耶『

財
政
投
^O

 C

把
山
伊
知
郎
編-「

政
：府

屮

〈

経

済

主

体

座

講

座

第

I

一 

$

所
収)

、

北

岡&
子
男
ー

『

財

政

投

融

資

1
C

木
村
元
；

I

編

「

財
政
—〈

日
本 

:

ハ
経
済
の
分.新
、
第K

〇
卷
>
:
.所
驭
ソ
#
が
あ
る
が
、''
と
こ
で
蝕
れ
て
：
.お
：き
ヒ
ハ 

:

の
：は
、
：
.
前
記
の

島
教
授
の
：著

書

の

氣

八

章

：

f

財
改
投
資
と
経
済
霞
の̂'
化」

■■
で
あ
る
：:0
そ
こ
で
、
島
教
授
は
、
：通
常
財
政
投
資
と
い
わ
れ
て
い
る
政
府
支
出 

.の
概
念
を
整
理
し：(

た
だ
し
、
そ
れ
に
よ
る
教
授
の
財
政
投
資
の
定
義
は
か
な 

り
虎
範
囲
の- %

^
で
、

若
干
0
辅
助
：金
す
ら
：も
が
含
ま_れ
.て
い
る
点
に
は
疑
間 

が
.生

--
f
.
'る'

)

、
財
政
投
資
の
対
象
に'
.っ
い
て
、
第
：一：
に
独̂

第
ー
；«
独
占
資
本
の
：支

配

す

る

生

産

：の

.
^
に̂
直
接
す
る
I
辺
fの
.領
4

-
第
三 

に
独
^
産
業
の
，生

産

力

上

昇

.の
矛
盾
の
面
を
ひ
き
か.ぶ
る
襲
の
，三
っ
にわ
け 

て
い
る
ぅ
そ
し
て
、
：
現
代i

王
義
ヒ
お
い
て
財
政
段
資
が
重
要
な
役
割
を
に 

.
U

な
う
に
到
っ
一
た
由
顧
を
、
；
財

政

投

資=

投

資

の
3

会
化」

.
と
理
解
し
、
こ
の 

.「

社
会
化」

を
金
辦
過
程
や
信
用
過

‘

程
の
^

社
会
化̂
か
ら
説
明
し
よ
ぅ
と
し 

:

て
い
を
0
'と
、れ
が
い
わ
れ
る
と
ど
ろ
の
ン
囊
獲
の
変
也
：な
の
で
ぁ
る
0 

.「
社
会
化」

と
は
、

勿
論
株
式
会
社

制
度
の
確
立
に
よ
る
資
本
主
義
の
枠
内
で 

の
..所
有
の
私
的
性
格
の
止
揚
を̂-
礎
と
.す

る

概

念

で

あ

り

、

：

そ
の
意
味
で
の
.
.
.
一 

層
明
勝
办
規
定
と
位
置
づ
け
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ぞ
の
点
は
お
く
と
し 

て
、
こ
こ
で
同
教
授
が
指
摘̂
れ
よ
ぅ
と
す
る
内
容
は
、
先
に
紹
介
し
た
生
'1
1 

氏
の
金
融
市
場
の
媒
介
構
造
の
変
化
と
の
屋
に
、お
い
て
国
家
信
を
考
察
し

よ
う
と
.す
る
問
題
意
識
と
か
な
.り
共
通
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い

で

.あ

ろ
う

。

•こ
の̂

■

は
、.
資
本
主
義
体
制
の#

内
.で
の
社
会
主
義
の
物
質
的^

備
.と
い
う 

こ
と
の
理
解
に
も
興
連し
て

く

る
こ
2
.で
あ
り
、
.
一
層
の
理
論
的
な
究
明
f

必 

要
で
ぁ
る
。

•と
と
ろ
で
、

T

金
融
財
政
講
座j

第
三
巻
の
第
-—
*
章『

財
政
投
*融
資
の
機
8
 

(

宮
本
憲
一
氏
マは
、

島
教
授
の
こ

の

ょ

う

な

視

点

に

立

脚

し

て

の

：日

本

の

財

， 

政
投
融
資
に
関
す
る
全
般
的
な
展
開
と
い
え
ょ
う
0
宮
本
氏
は
こ
こ
で
、
財
政 

資
金
が
資
本
市
場.の
.不
可
欠
の
一
部
分
と
し
て
産

I
®

金
の
^

^
を
.お
' こ
な 

い
、
独
占
^

^
の
新
た
な
源
泉
を̂

成
す
る
と
い
う
財
政
投
融
資
の5

の
謂 

而
と
、'独
占
廣
本
主
義
体
制
の
維
持
と
保
証
办
た
め
の
経
常
的
財
政
支
出
の

--
*. 

部
が
、
そ
の
量
的
増
大
の
た
め
に
経
常
財
源
で
は
ま
か
.な
い
え
な
く
な
り
、
投 

融
資
化
す
る
と
い
う
第
一
一

.の
側
面
の
存
在
を
指
摘
し
、
以
下
こ
の
視
点
の
も
と 

に
、
そ
.の
形
成
過
程
、.経

済

獲

、
制
度
上
の
問
題
を
論
究
し
て
い
る
。
同
じ 

巻
に
は
、
さ
ら
に
、
第
二
章
へ

『

財
政
投
融
資
の
対
象

』
(

遠
藤
教
授)

、
第
三
章 

『

財
政
投
融
資
の
源
資

1
(

武
.田
教
授
.
志
仗
嘉
：ー
 

>、
第
四
章『

財
敗
投
融
資 

と
経
済
計
画』

一(

紅
林
茂
夫)

が
.あ
る

。

第
四
章
は
逝
代
理
論
の
立
場
か
ら
の 

解
明
と
し
て
注
目
さ
れ
る
し
、
他
の.二
章
は
第
：

1

章
と
共
に
、
日
本
資
本
主
義 

に
お
け
る
財
政
投
融
資
力1

を
歴
史
的
に
整
理
し
な
が
ら
現
状
を
分
析
す
る 

と
い
う
方
法
を
と

■
つ

て

私
ヷ
、#:
来

の

研

究

の

空

S

を
埋
め
る
と
同
睁
に
、
今 

後
の
研
究
を
進
め
る
う
え
で
の1

な
礎
石
を
提
供
し
て
い
る
。

^

政
投
融
資
の.問
題
_は
、'
:周
知
の
.
ょ
う
に
、
現
代
財
政
の
機
能
の
中
核
に
ふ 

れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け.に
極
め
.て
多
岐
に
わ
た
る
問
題
点
を
含
ん
で
い 

る

。

た
と

_
え

ば

、
源
資
の
面
で
ば
公
信
用
論
と
麗
し
、
独
占
識
の
保
証
と 

い
う
点
ザ.は
減
免
税'■に
関
す
る
諸
措
置
、
従
っ
て
租
税
論
と
麗
し
、
経
常
支 

出
の
投
融
資
化
之
：
^

^

で
は
経
|

と

麗

し

、
授
融I

制
の
面
で
は
予 

尊
制
度
論
に
も
ふ
れ
て.
く
.
る
'

し
か
も
、
，
そ
の
分
析
は
金
融
市
場
や
産
霧 

造
‘、
生
産
の
総
過
程
、
.

循
環
の
実
態
と
い
づ
た
も
の
へ
の
認
識
.を
欠
き
え
な 

い
■°

従
.

マ
て
、島
教
授
が
指
摘
さ
れ
る
ょ
う
に
、
そ
の
解
明
に
あ
た
っ
て
は

i - 

来
の
財
政
学
の
シ
ス
テ
ム
を
こ..え
た
新
し
い
理
論
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る

」 

(

前

記「

講

座

第
三
'#
一.一
 
頁)

'
:で
あ
ろ
う
。
ま
さ
私
、

こ
う
し
た
必
要
感
が 

冒
頭
に
紹
介
し
た「

財
.

.

の
.方
法
と
体
系」

：

の
再
構
成
の
努
力
を
喚
起
し
た 

の
で
あ
る
が
、
そ
の
努
カ
が
十
分
众
実
り
を
得
る
た
め
に
も
、
さ
ら
に
豊
富
で 

緻
密
な
財
政
の
実
級
分
析
が
お
こ
な
わ
れ
ね
ば
な
ち
な
い
で
あ
ろ
う
。 

;
;
.
.
.以
上
.に
：取
上
げ.た
問
題
点.と

著

作

等

以

外

.に

も

ノ

紹

介

と

検
討
を
要
す
る
多 

く
の
問
題
点
が
あ
る
。
鈴
木教
授
，の「

現
代
日
本
財
政
史」

c

全
三
卷
四
冊)

、
 

禁

授

.の「

戦
後
日
本
の
租
税
響

」
「

ビ
ル
ト
•

ィ
シ
•
.
ス

タビ
ラ
'ィ
ザ
ー」 

を
ば
じ
め
と
し
て
多
く
の
喷
作
が
あ
.り
、
|

^

:

と
し
て
は
、
財
政
一
般
の 

景
気
循
環
と
の関
連
等
、
さ
らf
c地
方
財
政
論
が
あ
る
が
、す
べ
て
こ
の
稿
で 

は
；触
れ
ら
れ
な
か
.っ
た
の
で
別
の
機
会
.に譲
り
た
い
。


